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近年 , 強磁性と強誘電性を併せ持つマルチフェロイクス物質の研究の

進展にともなって, 様々な複合現象が報告されている。その一つとして , 
応力によって誘電分極を起こし(圧電効果), さらに磁性までもが制御で
きるとされる(電気磁気効果), 大きな圧磁気効果の出現が期待されてい
る[1]。しかし応力実験では , 試料全体に応力が分布するため , 系全体が
不均一状態となることが , 研究の発展を困難にさせてきた。 
本研究では応力に比例して複屈折量が増大する光弾性効果を利用した

複屈折イメージング測定を行うことによって , 応力の空間分布を評価し
ながら , 低温での誘電性の評価を試みた[2]。 

左図には , 量子常誘電体 SrTiO3(001)に室温で[1-10]方向に 61MPa の応
力を印加して , 13.0K まで温度を下げたときの位相差のカラーマッピン
グを示す。右図には , 得られた二次元情報を詳細に解析した , 立方晶⇔
正方晶の構造相転移温度のカラーマッピングを示す。この結果から , 予
想に反して , 構造相転移温度と応力は比例関係にあるにもかかわらず[3], 
構造相転移温度が高い場所は位相差が小さくなっていることが分かった。
当日は応力実験における複屈折イメージング技術の有用性について , 
SrTiO3の実験結果を用いながら議論する。 
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